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ブラジル・ポルトガル語の動詞による可能表現 
- poder, conseguir, saber, dar について - 
 
安田 彩 
(欧米第二課程 ポルトガル語専攻) 
 
キーワード: ポルトガル語、可能表現、口語表現、意味範囲、相関関係 
 
1. はじめに 
 ポルトガル語1 には可能2 を表わす代表的な動詞が 4 つある。すなわち、poder [can3], 
conseguir [achieve], saber [know], そして口語表現の dar [give]である。本稿の目的は、この 4
つの動詞が表わす意味範囲とその相関関係を、コーパス調査・小説を用いた調査・インフ
ォーマントへのアンケート調査によって明らかにすることである。 
なお、本稿で扱う例文の、斜字・下線・例文番号・日本語訳・グロスは筆者による。 
 
2. 先行研究 
 本稿では紙幅の関係上、日本語で記述されたポルトガル語文法書である Takeda et al. 
(2004a, b)のみをとりあげる。Takeda et al. (2004a, b)は、日本人のポルトガル語学習者のた
めに書かれた文法学習書である。以下に poder, conseguir, saber によって表わされる可能表
現について記述された箇所を要約する。 
 Takeda et al. (2004a)によると、poder は英語の can に相当する動詞で、「…できる」という
意味を持つ。Takeda et al. (2004a)は、poder は非常に使用範囲の広い動詞であるとして、「可
能」・「禁止」・「依頼」・「許可を求める」という 4 つの用法を提示している。更に、poder, 
conseguir, saber はいずれも「…できる」という意味で用いられるが、ニュアンスが異なる
という。これらの 3 動詞の意味を整理した表を以下に示し、それぞれ例文を挙げる。 
 
表 1: poder, conseguir, saber の整理 
poder 可か不可か／権利があるかないか 
conseguir 達成するかどうか／力が及ぶか及ばないか 
saber 技能があるかどうか 
[Takeda et al. (2004a): 192 を参考に筆者が作成] 
                                                        
1
 ポルトガル語は本国ポルトガルの他、ブラジルやアンゴラなど 4 大陸 10 ヶ国で公用語となっている。
このうち、最大の話者人口を持つブラジルとその他の地域では、音韻・文法・語彙など様々なレベルで違
いが存在する。本稿は研究範囲をブラジル・ポルトガル語に絞り、インフォーマント調査を全てブラジル・
ポルトガル語の母語話者に対して行う。調査 II で用いた文献も全てブラジルで刊行されたものである。 
2 従来の日本語における研究では、可能表現とは「人間その他の有情物(ときに非情物)が、ある動作(状態)
を実現することが可能・不可能であることあるいはあったことを表す表現形式類」とし、「能力可能」「状
況可能」「許可・許容」などを可能表現として取り扱っている(渋谷 1993)。本稿では、これらに相当する
表現がポルトガル語ではどのように表わされているのかを見ていく。 
3 英語訳はひとつの目安として提示していることを断っておく。 
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(1) Eu  não  posso               comer,   porque   tenho               problema de  estômago. 
        I     NEG   poder.1SG.PRES    eat.INF     because    have.1SG.PRES     problem      of    stomach. 
「胃の調子が悪いので食べられない」                         [Takeda et al. (2004a): 192] 
 
(2) Estou  satisfeito.   Não  consigo                  comer    mais. 
      be.1SG   satisfied       NEG    conseguir.1SG.PRES     eat.INF      more 
「お腹がいっぱいだ。これ以上食べられない」         [Takeda et al. (2004a): 192] 
 
(3) Eu  não   sei                    comer    com   pauzinhos. 
      I       NEG    saber.1SG .PRES     eat.INF    with    chopsticks 
「私は(使い方が分からないので) お箸で食べられない」    [Takeda et al. (2004a): 192] 
 
 ただし、これらの動詞が全く異なる意味を持っているというわけではないので、状況に
よっては複数の動詞が使える場合も多くあると Takeda et al. (2004a)は述べている。 
 また、dar は「与える」という意味の動詞だが、＜dar (3 人称単数)＋para＋意味上の主語
＋不定詞＞という形で「～できる」という意味を表わす4。以下に例文を挙げる。 
 
(4) Não  dá                 para  o    ônibus  passar    por   esta  rua. 
      NEG     dar.3SG .PRES    para      the   bus          pass.INF     by     this     way 
(＝ O ônibus não pode passar por esta rua.) 
 「バスはこの道を通ることができない」           [Takeda et al. (2004b): 75] 
 
3. 研究方針と研究対象 
 先行研究において言及されていなかった点を以下に 2 点挙げ、本稿では特にこの 2 点を
明らかにするべく研究を進めることとする。 
I.   dar で表わされる可能の意味範囲について。 
II.  poder, conseguir, saber の意味の重なる範囲について。 
 
本稿では、(1)(2)(3)(4)のように＜poder, conseguir, saber, dar para＋一般動詞＞の動詞連続
で表わされるものをポルトガル語の動詞による可能表現とみなして研究対象とする。なお、
poder などの動詞で文章が終わっているものの、文脈によって動詞省略だと判断できる場
合は、動詞連続の一例とみなし研究対象に含む。 
 
4. 調査 
 卒業論文では、各動詞の意味範囲と相関性を調べるために 4 つの調査を行ったが、ここ
では紙幅の関係上調査 II・III・IV の概要と結果についてのみ挙げることとする。 
                                                        
4
 dar について、「可能」の意味で用いられる dar para はブラジル・ポルトガル語に見られる口語であると
の記述がある(Perini 2002: 281)。 
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4.1. poder, conseguir, saberに関する調査(調査 II) 
poder, conseguir, saber の 3 動詞の使用実態とその意味範囲を調べてその後の調査につな
げるため、Antoine de Saint-Exupéry (1943) O Pequeno Príncipe (邦題『星の王子さま』内藤濯
訳、96 ページ), Paulo Coelho (1995) O Alquimista (邦題『アルケミスト～夢を旅した少年』
山川紘矢・亜希子訳、123 ページ), Jorge Amado (1966) Terras do Sem Fim (邦題『果てなき大
地』武田千香訳、288 ページ)を用いて調査を行った。各小説の中から 3 動詞が用いられて
いる文を抜き出し、文脈から用法を判断し分類した。その際、各小説の日本語訳版も一部
参照した。『星の王子さま』と『アルケミスト』がそれぞれ約 100 ページの小説であるため、
『果てなき大地』も 124 ページまでを調査範囲とした。 
分類基準について、まず渋谷(1993)を参考に「状況」・「許可／禁止」・「能力」を立てた
が、分類していくうちにこれでは不十分であるということが分かったため、poder の意味
の一つである「可能性」と conseguir の意味の一つである「達成」も分類基準として立てた。
更に「能力」を「知識」と「技能」に分け、金(2006)を参考に「許容」を加えることとし
た。以上 7 つの分類基準とその説明を以下の表にまとめる。 
 
表 2: 可能の用法の分類基準 
状況 外的状況が許すために、その動作・状態の実現が可能である場合。或いは
外的状況に必要な条件が整っていないため、その動作・状態を実現できな
い場合。 
許可／禁止 社会的な取り決め(法律・習慣・道徳・規則など)や、権限を持つ人によっ
てその動作・状態を実現することが可能である場合(許可)、あるいは不可
能である場合(禁止)。 
許容 状況等によって自分自身のある行動の実現が可能で、それを自身で容認す
る場合。 
可能性 あることが実現される条件がそれを妨げる条件よりも優勢であることが確
認されている場合。 
知識 主体が持つ知識によって、ある動作・状態を実現することが可能である場
合。あるいはその知識がないため、実現することができない場合。 
技能 主体の持つ技能によって、ある動作・状態を実現することが可能である場
合。あるいはその技能がないため、実現することができない場合。 
達成 能力や状況が揃っているだけではなく、主体が自身の努力を加えることで
初めてその動作を成し遂げることが出来る場合。 
 
 本調査の結果、poder, conseguir, saber の各動詞を使った例文は、3 冊から計 388 例みつか
った。意味分類の内訳は以下の表のとおりである。 
 
表 3: 得られた poder, conseguir, saber の用法別用例数 
  状況 達成 可能性 技能 知識 許容 許可／禁止 その他 計 
poder 109 57 39 12 9 21 19 11 277 
conseguir 5 54  5 1 
  
1 66 
saber 
 
3   20 22    45 
計 114 114 39 37 32 21 19 12 388 
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4.2. poder, conseguir, saberと darの互換性に関する調査(調査 III) 
poder, conseguir, saber の 3 動詞と dar の互換性に関して調べるため、調査 II で得られた
388 の例から、人称・時制・用法を考慮して 57 例を選び出し、インフォーマント5 3 人に
アンケート調査を行った。例文は、後続する動詞・活用形・主語を基準に選び出した。以
下の表 4 に、調査対象の 57 例の用法別内訳を示す。なお、空欄は 0 を表わす。 
 
表 4: 調査 III: 調査対象の用法と用例数の内訳 
 poder conseguir saber 計 
達成 8 6 2 16 
可能性 9   9 
状況 7 1  8 
技能 2 1 4 7 
知識 1 1 5 7 
許容 5   5 
許可・禁止 5   5 
計 37 9 11 57 
 
アンケートでは、57文のうちの poder, conseguir, saberの各動詞を筆者が darに置き換え、
変えた文の意味が通じるか・変わらないかを聞いた。回答としては、以下のように A, B, C, 
D の 4 択を設け、B と C の場合は理由を記述してもらった。 
A: 文法的に正しく意味も変わらない。 
B: 文法的には正しいが意味が異なる。→どのように意味が異なりますか。 
C: 文法的に正しく意味も変わらないが自分では使わない。→どうしてですか。 
D: 文法的に誤りで意味もなさない。 
結果を以下の表にまとめる。縦の欄が用法、横の欄が A～D の回答を表わしており、パ
ーセンテージはそれぞれ各用法の用例数全体に占める割合を示している。表中最も数が多
かった選択肢を網掛けした。 
 
表 5: dar との互換性調査: 意味用法別結果 
 
A B C D 無回答 計 
達成 32 (65%) 6 (13%) 6 (13%) 4  (9%) 
 
 48  (100%) 
状況 23 (77%) 1 (3%) 3 (10%) 3  (10%) 
 
 30  (100%) 
可能性 10 (48%) 3 (14%) 4 (19%) 4  (19%) 
 
 21  (100%) 
技能 9 (43%) 5 (24%) 2 (9%) 4  (19%) 1 (5%) 21  (100%) 
知識 6 (29%) 12  (57%) 1 (5%) 
 
 2 (9%) 21  (100%) 
許容／提案 10 (67%) 4 (26%) 
 
 
 
 1 (7%) 15  (100%) 
許可／禁止 6 (40%) 7 (46%) 1 (7%) 
 
 1 (7%) 15  (100%) 
計 96 (56%) 38  (22%) 17  (10%) 15  (9%) 5 (3%) 171  (100%) 
                                                        
5
 インフォーマントの情報を以下に記す。 
インフォーマント S・男性・44 歳・パラナ州出身・大学教授／インフォーマント V・女性・50 歳・サン
パウロ州出身・大学非常勤講師／インフォーマント Y・男性・24 歳・サンパウロ州出身・大学院生 
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 まず用法別に見ると、「達成」「状況」「許容／提案」の用法は dar との互換性が高いとい
うことが分かる。一方、「知識」の用法は dar との置き換えが難しいということがわかった。 
 
表 6: 調査 III まとめ: 動詞別 
 
A B C D 無回答 計 
poder 69  (62%) 16 (14%) 13  (12%) 11 (10%) 2 (2%) 111  (100%) 
conseguir 21  (78%) 2  (7%) 1  (4%) 1  (4%) 2 (7%) 27  (100%) 
saber 6  (18%) 20 (61%) 3  (9%) 3  (9%) 1 (3%) 33  (100%) 
計 96  (56%) 3  (22%) 17  (10%) 15  (9%) 5 (3%) 171  (100%) 
 
次に動詞別に見ると、poder と conseguir の互換性は高いが、saber は dar と置き換えるこ
とは難しいことが分かった。saber は知識による可能を多く表わすが、dar は広くそれ以外
の可能の要素も表わすため、多くの場合 saber とは置き換えられないと判断される。 
 統語的な面では、有生の主語が dar の前に来ると可能の意味を表わさないことが確認さ
れた。さらに、dar は従属節で使われる際、主文の主語と対応している場合でなければ使
えず、ゆえに目的語を修飾する従属節においては使うのは難しいということがわかった。
後続する動詞については、コピュラ動詞が dar に続く場合、分詞が置かれて受動態などを
表わす場合は互換できるが、名詞や形容詞が後置される場合は許容度が低かった。 
 
4.3. poder, conseguir, saberの動詞間の互換性の調査(調査 IV) 
 poder, conseguir, saberの動詞間の互換性に関して調べるため、調査 IIIで用いた 57例から、
poder のみの用法であった 3 用法以外の状況・知識・技能・達成の用例を計 38 例選び出し、
インフォーマント6 3 人にアンケート調査を行った。アンケートでは、各動詞が使われた
38文の動詞部分を筆者がそれ以外の2つの動詞に置き換えて(状況の場合は、調査 IIで saber
の用例が見られなかったので、saber には置き換えなかった)、意味が変わらないかを聞い
た。回答は A, B, C の 3 択で、文法的に正しく意味も変わらない場合は A、文法的には正
しいが意味が異なる場合は B、意味をなさない場合は C を解答用紙にマークしてもらった。
また、B の場合はどのように意味が異なるかも記述してもらった。調査した用例の内訳を
以下に示す。 
 
表 7: 調査 IV: 調査対象の用法と用例数の内訳 
 poder conseguir saber 計 
達成 8 6 2 16 
状況 7 1 0 8 
技能 2 1 4 7 
知識 1 1 5 7 
計 18 9 11 38 
                                                        
6
 インフォーマントは、前述したインフォーマント V と Y の他に、以下の方にお願いした。 
インフォーマント Z・女性・25 歳・パラナ州出身・大学生 
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結果を以下の表にまとめる。括弧に入れた結果は、用例数が 2 例以下と少ないため、参
考として示すものである。 
 
表 8: poder, conseguir, saber の間の互換性調査結果 
 
達成 状況 技能 知識 
poder→conseguir ○ × (△) (△) 
poder→saber × 
 
(×) (△) 
conseguir→poder △ (○) (○) (○) 
conseguir→saber × 
 
(○) (○) 
saber→poder (○) 
 
△ △ 
saber→conseguir (○) 
 
○ △ 
 
 結果を見ると、「達成」に関しては、conseguir 以外の動詞で表わされたものは conseguir
に置き換えられるが、conseguir で表わされた「達成」を他の 2 動詞への置き換えることは
難しいといえる。また、調査 II でも saber による「達成」は非常に用例数が少なかったが、
調査 IV の結果でも saber で「達成」を表わすのは難しいということが確認された。一方、
こちらも調査 II で見られたように、「状況」を表わす場合では conseguir を使わない傾向が
見られた。 
 「技能」・「知識」に関しては、saber と conseguir の互換性は saber と poder の互換性より
も高いことがわかった。これは、poder による可能は状況等の外部要因によるものが多い
ものに対して、conseguir と saber による可能は主体自身の努力や知識・技能など個々の主
体に焦点を当てていることが理由ではないかと考える。 
 
5. まとめ 
 1章の最後に挙げた疑問点を再び引用し、その 2点について調査を通じた考察を述べる。 
I.   dar で表わされる可能の意味範囲について。 
II.  poder, conseguir, saber の意味の重なる範囲について。 
 1 点目の dar で表わされる可能の意味範囲については、調査 III で見たように、互換性が
あるといえる用法は「達成」「状況」「許容・提案」、ある程度は互換できるのが「可能性」
「技能」「許可・禁止」、互換できるとは言えない用法が「知識」であった。動詞別にみる
と、poder と conseguir との互換性は高かった。 
 2 点目の poder, conseguir, saber の意味の重なる範囲については、調査 IV で詳しく見た。
poder と conseguir は「達成」、conseguir と saber は「技能」の用法で多く重なる部分があっ
たが、今回調査した範囲では poder と saber は意味の重なる部分はあまりなかった。 
今回の調査結果をもとに、4 動詞の意味範囲を図にして以下に示す。 
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図 1: 可能の意味範囲(円形)  と各動詞の表わす意味範囲(網掛け四角形) 
 
以上が筆者の提案する、4 動詞の表わす可能の意味範囲と各動詞の相関関係である。円
形がそれぞれ可能の意味範囲を表わし、各動詞の表わす範囲を網掛けされた図形で示した。 
 
6. 今後の課題 
 今回は 4 つの調査を行ったが、それぞれインフォーマントが少なかったので、今後はイ
ンフォーマントの数を増やし、更に信頼できるデータを集める必要がある。 
 可能表現一般に関しては、渋谷(1993)の定義する実現可能・潜在可能に関しても調査で
きればよかった。今回は動詞による可能表現を調べたが、形容詞による可能表現に関して
も調査し、意味範囲の違いを見るのも興味深いだろう。dar に関しては口語表現であり、
世代差・地域差・社会階級によって意味範囲が異なってくる可能性が十分考えられ、今後
更に研究を続ける価値があると考える。 
 
略号一覧 
 
1, 2, 3 人称 
 
IMPF 不完全 
 
PLUP 大過去 
 
REL 関係詞 
AUGM 増大辞 
 
INF 不定詞 
 
PRES 現在 
 
SG 単数 
DIM 縮小辞 
 
INTJ 間投詞 
 
PRON 代名詞 
 
SUB 接続法 
FUT 未来 
 
NEG 否定詞 
 
PST 過去 
   
GEM 分詞 
 
PL 複数 
 
REFL 再帰 
   
 
 
conseguir 
saber 
 
poder 
dar 
可能性 
知識 
技能 
許容 提案 
達成 
状況 
許可 
禁止 
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